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日中関係学会（本部・関東支部） 

 

 

 

日中学生懸賞論文・宮本賞は、2012年、日中の若い世代が、日本と中国ないし東アジアの関係に強

い関心を持ち、よりよい関係の構築のために大きな力を発揮してほしいとの趣旨で設立され、その後、

一貫して日中の若い世代の育成を念頭にこの活動を続けて参りました。 

昨年６月から応募を開始した第 12回宮本賞には日本、中国から合計 51本（学部生：30本、院生

21本）の応募があり、13作品が受賞作として選ばれました。 

第 12回宮本賞受賞者による若者シンポジウムは、第 11回に続き、都内会場と遠隔地からの参加者

をオンラインで結ぶハイブリッド方式で行います。また、コロナ禍以降、初めて在中国の受賞者 1名

を日本に招聘する予定です。 

当日は昨年同様、受賞者による３作品の受賞論文プレゼンテーションならびにテーマ別ディスカッ

ションを行う予定です。 

この機会を通じ、是非、今の若者たちが考える日中関係や、より良い関係構築のための提言に耳を

傾けていただければ幸いです。 

皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

＜第 12回宮本賞若者シンポジウムご案内＞ 

●日時：2023年 3月 23日(土) １４時～１６時３０分(日本時間) 

●主催：日中関係学会（本部、関東支部） 

●開催方式：会場と ZOOMによるオンラインによるハイブリッド形式 

●開催場所：日本教育会館（東京都千代田区一ツ橋 2‐6‐2）8階第三会議室 

      https://www.jec.or.jp/access.html 

●参加申し込み： 

  ◎会場参加：準備の都合上、3月 8日（金）までにお申し込みください。 

     会場の関係上、30名（先着順）に限定させていただきます。 

  ◎オンライン参加：3月 15日（水）までにお申し込みください。 

   ＊オンライン参加には Zoom（無料版ないし有料版）の登録が必要です。 

●参加費： 

◎会場参加：日中関係学会会員・指導教諭／1,000円、非会員／2,000円 

        懇親会参加費用（参加費用とは別途）1,000円 

       ＊いずれも会場にて徴収させていただきます。 

◎オンライン参加：会員、非会員とも無料 

●参加申し込み先： 

下記のリンクから「Google form」を開き、▼ご氏名、▼フリガナ、▼メールアドレス、 

▼電話番号（任意）、会員の場合は▼所属支部（関東・東海・関西）、 

（非会員の場合は、▼所属先、肩書）、▼参加方法（会場参加、オンライン参加）、 

▼会場参加の場合は懇親会の出欠をご記入の上、送信して下さい。 

https://forms.gle/2G9LE4qKCDcYsqg38 

（★重複登録にご注意下さい） 

第 12回宮本賞 

受賞者による若者シンポジウムのご案内 

https://forms.gle/2G9LE4qKCDcYsqg38
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※何らかの事情で Google formを開けない方は、Ｅメールの件名に「３月２３日若者シンポ

ジウム参加希望」とお書きの上、上記の必要事項を記載して、下記の担当者にお送りくだ

さい。ＺＯＯＭのリンク情報は、後日、Ｅメールでお知らせします。ご不明な点がある場

合は担当者にお尋ねください。 

■担当：中島俊輔（日中関係学会事務局）shun.nakajima@gmail.com 

 

式次第（案）： 

●第 12回宮本賞表彰式（14:00～14:15） 

   賞状授与とお祝いの言葉（宮本雄二会長） 

 

   ●第 12回宮本賞若者シンポジウム(14:15～16:30) 

   (一)受賞者による論文プレゼンテーション(14:15～14:45) 

    ◎最優秀賞（院生）：東北大学大学院／何琦璠さん 

予はあえて両国民に希望する ～松本亀次郎の生涯と彼からのメッセージ～ 

◎優秀賞（学部生）：明治大学／津川凜理香さん 

  アパレル企業の発展とインフルエンサーの発信力 

〜中国発ファストファッション「SHEIN」の事例〜 

    ◎優秀賞（院生）：上海財経大学大学院／林鈺琛さん 

日本人の中国イメージを好転させる可能性〜中国ドラマの日本進出現状から一考察〜 

 

※その他の受賞者のプレゼンテーションは、若者シンポジウム開催前後に、YouTube で限定公開

予定です。 

 

（二）テーマ別ディスカッション (14:45～16:20)  

◎国民感情改善のカギとしての観光、文化（モデレータ：松野豊さん／日中関係学会理事） 

 

◎見えてきた日中の新しい形（モデレータ：林千野さん／日中関係学会副会長） 

 

◎歴史・文化研究から見えてくるもの（モデレータ：村上太輝夫さん／日中関係学会理事） 

  

(三）まとめ・閉会の辞、他（16:20～16:30） 

 

（四）懇親会（会場参加者のみ）（16:45～18:00） 

 

以  上 
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【ご参考】 

●第 12回宮本賞懸賞論文集 ／「若者が考える「日中の未来」vol.10 

アパレル企業の発展とインフルエンサーの発信力 

〜中国発ファストファッション「SHEIN」の事例〜 

若者シンポジウムに先駆けて予約受付中！ 

宮本賞は若い世代が日本と中国ないし東アジアの関係に強い関心を持ち、よりよい関係の構築のた

めに大きな力を発揮していただきたいとの趣旨で 2012年に設立され、今年 12回目を迎え、論文集の

刊行も記念すべき 10冊目となります。 

今回の最優秀作品「予はあえて両国民に希望する～松本亀次郎の生涯と彼からのメッセージ」では、 

人種や民族、国籍に関わらず、情熱と誠意を以って魯迅、秋瑾、周恩来をはじめとする２万人に及ぶ

留学生を指導した無名の偉人、松本亀次郎の生涯を描いており、彼からのメッセージは、当時と同様、

複雑な国際情勢の中に生きるわたしたちに励ましをあたえてくれます。 

 また、優秀賞索引「アパレル企業の発展とインフルエンサーの発信力〜中国発ファストファッショ

ン『SHEIN』の事例〜」では、手ごろな価格帯、豊富な品揃え、そして店舗を持たずネット販売のみで

急成長を遂げる中国発ファストファッション「SHEIN」の成功の要因は、テレビや雑誌などの旧来の媒

体ではなく、SNS 上で影響力を有すインフルエンサーの情報発信によって購買行動を起こすとされる

Z世代にターゲットをあてた SNS戦略にあると分析しています。 

この他、宮本賞の歴代受賞作品には、日本文化、対中世論、シェアリングエコノミー、最新テクノ

ロジー、コロナ禍で生じた変化など、日中の若者によってその時代を映すホットな話題が取り上げら

れております。他にも歴史、文学などの領域において、専門性の高い優れた論文も掲載されています。

是非手に取っていただき、今を生きる日中の若者の息吹を感じていただければ幸いです。 

★第 12回懸賞論文集を 3月 10日までにお申し込みいただきますと、若者シンポジウムまで 

にご指定の住所まで郵送いたします（日本国内限定）。 

★事前購入特典：定価 3600円＋税を、特別価格 3,000円（税・送料込、日本国内限定） 

で販売いたします。ご購入の方は、下記枠内にご記入の上、お申込みください。 

★代金は後払いとなります。（書籍到着後、下記へお振込みください）  

 

お名前  

 

ご送付先  

 

 

電話番号  

 

必要部数 （    ）冊 

 

合計金額  （@3000円/税・送料込）X冊数=     円 

 

★お振込み先：みずほ銀行 浦和支店 クニヨシスミオ（普） １８９８７６３  

※振込みご依頼人名の後に「ロンブンコウニュウ」をご記載ください。 

※振込手数料は各自ご負担ください。 


